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乳がん外来化学療法の副作用が QOL および労働生産性に及ぼす影響の検討 

 

がん化学療法は高い治療効果が期待できる一方、高頻度に起こる副作用が問題となり

ます。外来でのがん化学療法は、入院でのがん化学療法と異なり、治療に伴う副作用が

日常生活や労働に直接影響を及ぼすため、患者の生活の質（QOL; quality of life）に変

化を与えます。特に乳がんは 40 歳から 60 歳での罹患率が高く、罹患年齢が生産年齢

人口と重なることから、労働生産性への影響が大きいと考えられます。 

しかしながら、がん化学療法による副作用が QOL および労働生産性に及ぼす影響に

関する報告はありません。本研究では、乳がん外来化学療法患者において、QOL およ

び労働生産性を調査し、副作用が QOL および労働生産性に及ぼす影響について検討し

ました。 

 

2012 年 12 月から 2013 年 11 月までに、岐阜市民病院において初回の外来がん化学

療法を施行した乳がん患者 47 人を対象としました。外来がん化学療法 1 コース施行前

と施行後の計 2 回、EuroQol 5 Dimension（EQ-5D）および the Quality of Life 

Questionnaire for Cancer Patients Treated with Anticancer Drugs（QOL-ACD）の 2

種類の QOL を調査し、その他の項目は独自に作成したアンケート用紙により調査しま

した。また、副作用は電子カルテより調査しました。 

 

乳がん外来がん化学療法では、食欲不振の副作用が QOL 低下に与える影響が大きく、

EQ-5D（表 1）と QOL-ACD（表 2）の両方で QOL が有意に低下しました。 

乳がん外来化学療法による副作用が労働生産性に及ぼす負の影響は、平均 2,203 円/

日になりました。副作用の項目別では、倦怠感・疲れ 1,416 円/日、手足のしびれ・違

和感 457 円/日、吐き気・嘔吐 324 円/日、負の影響がありました。（表 3） 

Absenteeism として、労働損失率は 24.7%、労働損失額は 2,002 円/日（国の統計デー

タ）、881 円/日（アンケートデータ）でした。Presenteeism として、労働損失率は 33.7%、

労働損失額は 1,354 円/日（国の統計データ）、1,263 円/日（アンケートデータ）でした。 

 

 

表 1  EQ-5D における効用値の変化 
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表 2  QOL-ACD におけるスコアの変化 

 
 

 

表 3 副作用が労働生産性に及ぼす影響額 

 

 

 

本研究では、乳がん外来化学療法患者において、QOL および労働生産性を調査し、

副作用が QOL および労働生産性に及ぼす影響を明らかとしました。外来がん化学療法

を受ける乳がん患者に対して薬学的ケアを行う際は、食欲不振の副作用を回避すること

で QOL 低下を防ぎ、副作用による労働生産性への影響を減少させることが求められま

す。 
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